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三重県立津高等技術学校の概要
津高等技術学校の役割

〇 三重県内に公共職業能力開発施設は３施設あり、そのうち県立は「津高等技術学校」の１校（津市）
〇 昭和33年、職業訓練法の制定に伴い三重県津職業訓練所として創設
〇 働く意欲のある人が職業能力開発の機会を得るとともに、県内産業の担い手となる人材の育成を図るため、
津高等技術学校において学卒者、離転職、障がい者、外国人、在職者等を対象に、ものづくり分野をはじめ
とした多様な職業訓練を実施

〇 就労支援員を配置し、訓練生への無料職業紹介や求人開拓等の就職支援を実施
〇 これまでに１万８千人を超える修了生（令和４年度:普通課程41人、短期課程87人、委託訓練468人）を
送り出す

三重県立津高等技術学校三重県立津高等技術学校

地域産業を支える若年技術者の育成地域産業を支える若年技術者の育成

中小企業の振興に必要とされる人材の育成中小企業の振興に必要とされる人材の育成

雇用のセーフティネット機能雇用のセーフティネット機能

多様な人材の職業能力開発多様な人材の職業能力開発

果たすべき４つの役割果たすべき４つの役割

〇 施設内普通課程の就職率は90～100％の高水準
〇 就職者の95％以上が県内企業に就職
〇 在職者対象の訓練:資格取得に向けたセミナー、
技術・技能向上セミナー、安全教育セミナー等
年間300名以上受講

〇 離転職者対象の短期課程及び委託訓練:パソコン事務、
CAD、介護、保育士、栄養士、建築など年間約60コース
実施

〇 定住・永住外国人対象の訓練:溶接資格、パソコン
操作技能、介護技術

〇 障がい者対象の訓練:簿記、パソコン操作技能
〇 子育て世代の女性に配慮した訓練時間の設定

これまでの成果これまでの成果
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津高等技術学校で実施する職業訓練
施設内訓練施設内訓練 委託訓練委託訓練

機械制御システム科（メカトロニクス系）機械制御システム科（メカトロニクス系）

ものづくり分野を中心とした職業訓練ものづくり分野を中心とした職業訓練 民間のノウハウ等を活かした多様な職業訓練

電 子 制 御 情 報 科 （ 電 気 ・ 電 子 系 ）電 子 制 御 情 報 科 （ 電 気 ・ 電 子 系 ）

自 動 車 技 術 科 （ 第 二 種 自 動 車 系 ）自 動 車 技 術 科 （ 第 二 種 自 動 車 系 ）

メ タ ル ク ラ フ ト 科 （ 金 属 加 工 系 ）メ タ ル ク ラ フ ト 科 （ 金 属 加 工 系 ）

ホ ー ム コ ー デ 科ホ ー ム コ ー デ 科

住 宅 サ ー ビ ス 科住 宅 サ ー ビ ス 科

パ ソ コ ン Ｃ Ａ Ｄ 科パ ソ コ ン Ｃ Ａ Ｄ 科

オ フ ィ ス ビ ジ ネ ス 科オ フ ィ ス ビ ジ ネ ス 科

金 属 成 形 科金 属 成 形 科

Ｏ Ａ 事 務 科Ｏ Ａ 事 務 科

マ ル チ ス キ ル ワ ー ク 科マ ル チ ス キ ル ワ ー ク 科

介 護 福 祉 士 養 成 科介 護 福 祉 士 養 成 科

保 育 士 養 成 科保 育 士 養 成 科

栄 養 士 養 成 科栄 養 士 養 成 科

知識等習得コース（パソコン・事務分野）知識等習得コース（パソコン・事務分野）

知 識 等 習 得 コ ー ス （ 介 護 分 野 ）知 識 等 習 得 コ ー ス （ 介 護 分 野 ）

知 識 等 習 得 コ ー ス （ 医 療 事 務 分 野 ）知 識 等 習 得 コ ー ス （ 医 療 事 務 分 野 ）

定 住 外 国 人 向 け 職 業 訓 練 コ ー ス定 住 外 国 人 向 け 職 業 訓 練 コ ー ス

知 識 等 習 得 コ ー ス （ そ の 他 ）知 識 等 習 得 コ ー ス （ そ の 他 ）

2年

※上記のほか、施設内において、労働安全衛生法に基づく技能講習を中心とした在職者訓練を実施

4ヶ月
～
１年

2年

3ヶ月

※課程: 短期課程普通課程

【主に学卒者向け】

【主に離職者向け】

【主に離職者向け】

【主に離職者向け】
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ア ー キ デ ザ イ ン 科ア ー キ デ ザ イ ン 科

製 菓 衛 生 師 養 成 科製 菓 衛 生 師 養 成 科



入校率の低下
（自動車技術科を除く３科）

入校率の低下
（自動車技術科を除く３科）

入校生のニーズ・意識
の変化への対応

入校生のニーズ・意識
の変化への対応

ものづくりに関する広範な
技能・技術の習得

ものづくりに関する広範な
技能・技術の習得

ＩＣＴエンジニアの
人材育成に特化した
訓練科の設定

ＩＣＴエンジニアの
人材育成に特化した
訓練科の設定

ものづくり分野全般に触れた後
自分の進みたい専門科を選択で
きる柔軟なコース設定

ものづくり分野全般に触れた後
自分の進みたい専門科を選択で
きる柔軟なコース設定

学卒者及び訓練生がフレ
キシブルに進路を選択で
きる訓練課程の設定

学卒者及び訓練生がフレ
キシブルに進路を選択で
きる訓練課程の設定

今後、ものづくり分
野で求められる広範
な技能・技術の習得

今後、ものづくり分
野で求められる広範
な技能・技術の習得

中小企業のＤＸ導入に向け
た情報通信技術への対応
中小企業のＤＸ導入に向け
た情報通信技術への対応

『ＩＣＴエンジ
ニア科』

『ＩＣＴエンジ
ニア科』

ものづくり分野で必要な幅
広い基本技能・技術の習得
『産業技術科』

ものづくり分野で必要な幅
広い基本技能・技術の習得
『産業技術科』

より専門的な技術や企業
のＤＸへの対応に関する
知識・技術の習得
『産業技術専攻科』

より専門的な技術や企業
のＤＸへの対応に関する
知識・技術の習得
『産業技術専攻科』

産業技術科（１年）
産業技術専攻科（１年）
【 機 械 制 御 コース 】
【 ロボット制御コース 】
【 メタルワークコース 】

ＩＣＴエンジニア科（２年）

進級【試験】

【現行】 【見直し後】

※定員に空きがある場合、
離職者向け選考試験を実施

課題への対応課題への対応

対応すべき課題等対応すべき課題等

科の再編科の再編

普通課程の見直しの概要

1年
1年

+

就職

情報系訓練の独立

３科を集約
期間短縮
３科を集約
期間短縮

電子制御情報科 （２年）

機械制御システム科（２年）

メタルクラフト科 （２年）

2年
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